
3 章・1 節 確率分布 
① 事象の独立と従属 
② 確率変数と確率分布 
③ 確率変数の平均と分散 

 

1 次の   をうめよ。知 

事象A が起こったときの事象B の起こる確率を，A が起こった

ときの事象B の起こる といい， と表さ

れる。 

PA B£ ¤x P £ ¤
P A£ ¤  

この等式から，次の確率の乗法定理が得られる。 
P £ ¤xP £ ¤ @ PA£ ¤  

2 つの事象 A ，Bがあって，一方の事象が起こったという条件

により他方の事象の起こる確率が変わらないとき，すなわち 
xP B£ ¤ ， xP A£ ¤  

の2 つの式がともに成り立つとき，A とB は であるとい

う。 
A とB が独立である , P A?B£ ¤x  

また，A とB が独立でないとき，A とB は であるとい

う。 

 
2 次の   をうめよ。知 

(1) 試行の結果によってその値が定まる変数を という。

確率変数のとり得る値と，その値をとる確率との対応を示した

ものを，その確率変数の 　 　　　　 または単に とい

う。 

(2) 確率変数 X のとり得る値が x 1, x 2, …, xn であるとき， 
P Xxx i£ ¤xp i とすると，次のことが成り立つ。 
１ p1U , p2U , …, pnU  
２ p1Op2O…Opnx  
X の確率分布は次の表で示される。 

X  x 1  x 2  … xn 計 
P  p 1  p 2  … pn

 
このとき，

nP
ix1

x ip ix で与えられる値

をX の平均または期待値といい， で表す。 
また，a, bを定数とするとき，確率変数aXOb に対して

E aXOb£ ¤x が成り立つ。 

(3) 確率変数 X に対して X の平均を m とするとき，確率変数

XPm をX の平均からの という。また，XPm£ ¤ 2 の平

均を確率変数X の といい， で表す。 
V X£ ¤x nP

ix1
 

V X£ ¤xE XPm£ ¤ 2£ ¤x Pm2  

(4) 確率変数X の分散V X£ ¤ の正の平方根をX の とい

い，¾ X£ ¤ で表す。すなわち 
¾ X£ ¤x  

また，a, b を定数とするとき 
V aXOb£ ¤x V X£ ¤  
¾ aXOb£ ¤x ¾ X£ ¤  

3 1 個のさいころを投げて出た目が偶数である事象を A，5 以上で

ある事象を B，2 または 3 の倍数である事象を C とする。次の

問に答えよ。技 

(1) 次の確率を求めよ。 
① PA B£ ¤  

 

 

② PC A£ ¤  
 

 

③ PB C£ ¤  
 

 

 

(2) 事象A とB は独立であるか従属であるかを答えよ。 
 

 

 

 

(3) 事象A とC が独立であるか従属であるかを答えよ。 
 

 

 

 

4 赤球 4 個と白球 3 個が入った袋から同時に 3 個の球を取り出す

とき，その中に含まれている赤球の個数をX とする。次の問に

答えよ。技 

(1) X の確率分布を求めよ。 
 

 

 

 

 

 

 

(2) 確率 P XU1£ ¤を求めよ。 
 

 

5 1 個のさいころを投げるときに出る目の数をX とするとき，確

率変数 2XP3 の平均と分散を求めよ。技 
 

 

 

 

組 番号 名  前 



3 章・1 節 確率分布 
④ 確率変数の和と積 
⑤ 二項分布 
 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 2 つの確率変数X, Yの和について，次の等式が成り立つ。 
E XOY£ ¤x  

(2) 独立な確率変数X, Yの積の平均と和の分散について 
E XY£ ¤x ，V XOY£ ¤x  

(3) ある試行で事象 Aが起こる確率を pとし，Aが起こらない確

率を qx1Ppとおく。この試行を n回くり返す反復試行におい

て，事象 Aが起こる回数を X とすれば，Xxrとなる確率は 
P Xxr£ ¤x rx0, 1, 2, 3, …, n£ ¤  

である。確率変数X の確率分布が上の式を満たすとき，この確

率分布を確率 p に対する  の  といい，

で表す。 

(4) 確率変数X が二項分布B n, p£ ¤ に従うとき 
E X£ ¤x , V X£ ¤x  ただし，qx1Pp  

 

2 独立な確率変数X, Yの分布がそれぞれ下の表で与えられている。 

X  0 1 2 計  Y  0 1 2 計 技

P  0.2 0.6 0.2 1  P  0.1 0.3 0.6 1 

(1) XOY の平均と分散を求めよ。 
 

 

 

 

 

 

 

(2) XYの平均を求めよ。 
 

 

3 赤球 2 個と白球 3 個が入っている袋から同時に 2 個の球を取り

出し，色を調べてもとに戻す。これを 3 回くり返したとき，取

り出した赤球の総数の平均と分散を求めよ。技 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 2 個のさいころを同時に投げる試行を 6 回くり返すとき，2 個と

も偶数の目が出る回数をX とする。このとき，X は二項分布

B n, p£ ¤ に従う。次の問に答えよ。技 

(1) nとpの値を求めよ。 
 

 

 

(2) 確率P XU5£ ¤ を求めよ。 
 

 

 

 

 

5 100 円硬貨 3 枚を同時に投げる試行を 40 回続けて行うとき，2 枚

が表で 1 枚が裏になる回数の平均を求めよ。技 
 

 

 

 

 

6 赤球 2 個と白球 6 個が入っている袋がある。この袋から 1 個の

球を取り出して色を調べてもとに戻す。これを 72 回くり返した

とき，赤球の出る回数をX とする。X の平均，分散，標準偏差

を求めよ。技 
 

 

 

 

 

 

7 原点 O から出発して数直線上を動く点 P がある。 1 枚の硬貨を

投げて，表が出れば P はO4 だけ進み，裏が出れば P はP2 だ

け進むという。硬貨を 5 回投げるとき，次の問に答えよ。技 
(1) 表の出る回数X の平均と分散を求めよ。 
 

 

 

 

 
(2) 点P の座標Y の平均と分散を求めよ。 
 

 

 

 

組 番号 名  前 

 



3 章・1 節 確率分布 
① 事象の独立と従属 
② 確率変数と確率分布 
③ 確率変数の平均と分散 

 

1 次の   をうめよ。知 

事象A が起こったときの事象B の起こる確率を，A が起こった

ときの事象B の起こる 条件つき確率 といい， PA B£ ¤ と表さ

れる。 

PA B£ ¤x P A?B£ ¤
P A£ ¤  

この等式から，次の確率の乗法定理が得られる。 
P A?B£ ¤xP A£ ¤ @ PA B£ ¤  

2 つの事象 A ，Bがあって，一方の事象が起こったという条件

により他方の事象の起こる確率が変わらないとき，すなわち 
PA B£ ¤ xP B£ ¤ ， PB A£ ¤ xP A£ ¤  

の2 つの式がともに成り立つとき，A とB は 独立 であるとい

う。 
A とB が独立である , P A?B£ ¤x P A£ ¤@P B£ ¤  

また，A とB が独立でないとき，A とB は 従属 であるとい

う。 

 
2 次の   をうめよ。知 

(1) 試行の結果によってその値が定まる変数を 確率変数 という。

確率変数のとり得る値と，その値をとる確率との対応を示した

ものを，その確率変数の 確率分布 または単に 分布 とい

う。 

(2) 確率変数 X のとり得る値が x 1, x 2, …, xn であるとき， 
P Xxx i£ ¤xp i とすると，次のことが成り立つ。 
１ p 1U 0 , p 2U 0 , …, pnU 0  
２ p1Op 2O…Opnx 1  
X の確率分布は次の表で示される。 

X  x 1  x 2  … xn 計 
P  p 1  p 2  … pn 1

 
このとき，

nP
ix1

x ipix x 1p 1Ox 2p 2O…Ox n p n で与えられる値

をX の平均または期待値といい， E X£ ¤ で表す。 
また，a, bを定数とするとき，確率変数aXOb に対して

E aXOb£ ¤x aE X£ ¤Ob が成り立つ。 

(3) 確率変数 X に対して X の平均を m とするとき，確率変数

XPm をX の平均からの 偏差 という。また，XPm£ ¤ 2 の平

均を確率変数X の 分散 といい， V X£ ¤ で表す。 
V X£ ¤x nP

ix1
x iPm£ ¤ 2p i  

V X£ ¤xE XPm£ ¤ 2£ ¤x E X 2£ ¤ Pm 2  

(4) 確率変数X の分散V X£ ¤ の正の平方根をX の 標準偏差 とい

い，¾ X£ ¤ で表す。すなわち 

¾ X£ ¤x V X£ ¤  
また，a, b を定数とするとき 

V aXOb£ ¤x a 2 V X£ ¤  
¾ aXOb£ ¤x a ¾ X£ ¤  

3 1 個のさいころを投げて出た目が偶数である事象を A，5 以上で

ある事象を B，2 または 3 の倍数である事象を C とする。次の

問に答えよ。技 

(1) 次の確率を求めよ。 
① PA B£ ¤  

［解］ P A£ ¤x 3
6

, P A?B£ ¤x 1
6

であるから 

PA B£ ¤x 1
6
C

3
6
x

1
3

 

② PC A£ ¤  
［解］ P C£ ¤x 4

6
, P A?C£ ¤x 3

6
であるから 

PC A£ ¤x 3
6
C

4
6
x

3
4

 

③ PB C£ ¤  
［解］ P B£ ¤x 2

6
, P B?C£ ¤x 1

6
であるから 

PB C£ ¤x 1
6
C

2
6
x

1
2

 

 

(2) 事象A とB は独立であるか従属であるかを答えよ。 
［解］ P A£ ¤ @ P B£ ¤x 3

6 @
2
6 x

1
6 ，P A?B£ ¤x 1

6 であるから 

P A?B£ ¤xP A£ ¤ @ P B£ ¤  

よって，A とB は独立である。 

 

(3) 事象A とC が独立であるか従属であるかを答えよ。 
［解］ P A£ ¤ @ P C£ ¤x 3

6 @
4
6 x

1
3 ，P A?C£ ¤x 3

6 x
1
2 であるから 

P A?C£ ¤~P A£ ¤ @ P C£ ¤  

よって，A とC は従属である。 

 

4 赤球 4 個と白球 3 個が入った袋から同時に 3 個の球を取り出す

とき，その中に含まれている赤球の個数をX とする。次の問に

答えよ。技 

(1) X の確率分布を求めよ。 
［解］ X は0, 1, 2, 3 の値をとる確率変数であり，それぞれの値をとる確率は 

P Xx0£ ¤x 3C3

7C3
x

1
35

, P Xx1£ ¤x 4C1A3C2

7C3
x

12
35  

P Xx2£ ¤x 4C2A3C1

7C3
x

18
35

, P Xx3£ ¤x 4C3

7C3
x

4
35  

したがって，求める確率分布は次の表のようになる。 

X  0 1 2 3 計 

P  1
35  12

35
18
35

4
35 1 

 

(2) 確率 P XU1£ ¤を求めよ。 
［解］ P XU1£ ¤x1PP Xx0£ ¤x1P

1
35

x
34
35

 

 

5 1 個のさいころを投げるときに出る目の数をX とするとき，確

率変数 2XP3 の平均と分散を求めよ。技 
［解］  E X£ ¤x1@

1
6 O2@

1
6 O3@

1
6 O4@

1
6 O5@

1
6 O6@

1
6 x

7
2  

V X£ ¤x1 2 @
1
6 O2 2 @

1
6 O3 2 @

1
6 O4 2 @

1
6 O5 2 @

1
6 O6 2 @

1
6 P

7
2Ã Ä 2

x
35
12  

よって  E 2XP3£ ¤x2E X£ ¤P3x2 @
7
2 P3x4  

V 2XP3£ ¤x2 2V X£ ¤x 35
3  

組 番号 名  前 



3 章・1 節 確率分布 
④ 確率変数の和と積 
⑤ 二項分布 
 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 2 つの確率変数X, Yの和について，次の等式が成り立つ。 
E XOY£ ¤x E X£ ¤OE Y£ ¤  

(2) 独立な確率変数X, Yの積の平均と和の分散について 
E XY£ ¤x E X£ ¤@E Y£ ¤ ，V XOY£ ¤x V X£ ¤OV Y£ ¤  

(3) ある試行で事象 Aが起こる確率を pとし，Aが起こらない確

率を qx1Ppとおく。この試行を n回くり返す反復試行におい

て，事象 Aが起こる回数を X とすれば，Xxrとなる確率は 
P Xxr£ ¤x nCrp rq nPr rx0, 1, 2, 3, …, n£ ¤  

である。確率変数X の確率分布が上の式を満たすとき，この確

率分布を確率 p に対する  次数n の  二項分布 といい，

B n, p£ ¤ で表す。 

(3) 確率変数X が二項分布B n, p£ ¤ に従うとき 
E X£ ¤x np , V X£ ¤x npq  ただし，qx1Pp  

 

2 独立な確率変数X, Yの分布がそれぞれ下の表で与えられている。 

X  0 1 2 計  Y  0 1 2 計 技

P  0.2 0.6 0.2 1  P  0.1 0.3 0.6 1 

(1) XOY の平均と分散を求めよ。 
［解］ X の平均は  E X£ ¤x0 @ 0.2O1 @ 0.6O2 @ 0.2x1  

Yの平均は  E Y£ ¤x0 @ 0.1O1 @ 0.3O2 @ 0.6x1.5  

よって  E XOY£ ¤xE X£ ¤OE Y£ ¤x1O1.5x2.5  

X の分散は  V X£ ¤x02 @ 0.2O12 @ 0.6O22 @ 0.2P12x0.4  

Yの分散は  V Y£ ¤x02 @ 0.1O12 @ 0.3O22 @ 0.6P1.52x0.45  

X, Y は独立であるから  V XOY£ ¤xV X£ ¤OV Y£ ¤x0.4O0.45x0.85  

 

(2) XYの平均を求めよ。 
［解］ X, Y は独立であるから  E XY£ ¤xE X£ ¤ @E Y£ ¤x1A1.5x1.5  

 

3 赤球 2 個と白球 3 個が入っている袋から同時に 2 個の球を取り

出し，色を調べてもとに戻す。これを 3 回くり返したとき，取

り出した赤球の総数の平均と分散を求めよ。技 
［解］ k 回目の赤球の数をXk (kx1, 2, 3 )とすると 

P Xkx0£ ¤x 3C2

5C2
x

3
10  

P Xkx1£ ¤x 2C1A3C1

5C2
x

6
10  

P Xkx2£ ¤x 2C2

5C 2
x

1
10  

であるから，Xk の確率分布は，上の表のようになる。 

ゆえに 

E Xk£ ¤x0 @
3
10 O1 @

6
10 O2 @

1
10 x

4
5  

V Xk£ ¤x0 2 @
3
10 O1 2 @

6
10 O2 2 @

1
10 P

4
5Ã Ä 2

x
9

25  

赤球の総数X は XxX 1OX 2OX 3  

したがって E X£ ¤xE X 1£ ¤OE X 2£ ¤OE X 3£ ¤x 12
5

(個)  

X 1, X2, X 3 は独立であるから 

V X£ ¤xV X 1£ ¤OV X 2£ ¤OV X 3£ ¤x 27
25  

4 2 個のさいころを同時に投げる試行を 6 回くり返すとき，2 個と

も偶数の目が出る回数をX とする。このとき，X は二項分布

B n, p£ ¤ に従う。次の問に答えよ。技 

(1) nとpの値を求めよ。 
［解］ px 3C1A3C1

6A6 x
1
4  

よって nx6, px
1
4  

 

(2) 確率P XU5£ ¤ を求めよ。 
［解］ P XU5£ ¤xP Xx5£ ¤OP Xx6£ ¤  

x6C5
1
4Ã Ä 5 3

4Ã ÄO6C6
1
4Ã Ä 6

 

x6 @
3
4 6 O1 @

1
4 6  

x
19
4096  

 

5 100 円硬貨 3 枚を同時に投げる試行を 40 回続けて行うとき，2 枚

が表で 1 枚が裏になる回数の平均を求めよ。技 
［解］ 3 枚のうち 2 枚が表になる確率は  

3
2 3 x

3
8  

40 回のうち，2 枚が表で 1 枚が裏になる回数をX 回とすると，X は二

項分布B 40,
3
8Ã Äに従う。 

したがって，X の平均は  E X£ ¤x40 @
3
8 x15  (回) 

 

6 赤球 2 個と白球 6 個が入っている袋がある。この袋から 1 個の

球を取り出して色を調べてもとに戻す。これを 72 回くり返した

とき，赤球の出る回数をX とする。X の平均，分散，標準偏差

を求めよ。技 
［解］ この袋から赤球を取り出す確率は 

1
4

 

X は二項分布B 72,
1
4Ã Ä に従う。したがって，X の平均と標準偏差は 

E X£ ¤x72 @
1
4 x18  

V X£ ¤x72 @
1
4 @

3
4 x

27
2  

¾ X£ ¤x V X£ ¤x 27
2 x

3 6
2

 

 

7 原点 O から出発して数直線上を動く点 P がある。 1 枚の硬貨を

投げて，表が出れば P はO4 だけ進み，裏が出れば P はP2 だ

け進むという。硬貨を 5 回投げるとき，次の問に答えよ。技 
(1) 表の出る回数X の平均と分散を求めよ。 
［解］ 硬貨を投げて，表の出る確率は 

1
2  

X は二項分布B 5,
1
2Ã Ä に従う。したがって，X の平均と分散は 

E X£ ¤x5 @
1
2 x

5
2  

V X£ ¤x5 @
1
2 @

1
2 x

5
4  

 
(2) 点P の座標Y の平均と分散を求めよ。 
［解］  Yx4XP2 5PX£ ¤x6XP10  

となるから 

E Y£ ¤x6E X£ ¤P10x6@
5
2 P10x5  

V Y£ ¤x6 2V X£ ¤x36 @
5
4 x45  

組 番号 名  前 

Xk 0  1  2  計

P
3
10

6
10

1
10

1




